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新基準の適用方針検討に当たっての論点（案） 

 

１ 新基準適用の考え方 

  内航ケミカル船への新基準適用については、円滑な輸送、事業者への影響

に配慮しつつ、海洋環境保護の観点から可能な限り早期に新基準を適用する

のが妥当と考えるがどうか。 

 

２ 新基準の具体的適用 

（１）有害液体物質排出防止等設備(排出防止設備)   

○新造船への適用 

・2007 年１月１日以降に建造される内航ケミカル船には、(2007 年１月

１日から)新基準を適用すべきではないか。 

○現存船への適用 

・現存の内航ケミカル船で、新基準の適用に伴い排出防止設備の新設・改造

の必要な船はどれぐらい有るか。また、係る新設・改造は当該ケミカル船

の輸送、経済上どの程度の負担となるか。 

・現存内航ケミカル船の排出防止設備への新基準の適用に延期は必要か。必

要とすれば延期の期間はどの程度とするのが適切か。 

○排出方法との関係 

・排出方法、排出設備の義務付、排出設備の検査は同一期日から新基準を

適用するのが、実効性のある規制の確保の観点から望ましいのではない

か。 

 

（２）運送に係る構造・設備規制(構造要件) 

○新造船への適用 

・2007 年１月１日以降に建造される内航ケミカル船は、(2007 年１月１

日から)新基準を適用すべきではないか。 

○現存船への適用 

・現存の内航ケミカル船で、新基準の適用に伴い運送に係る構造・設備の新

設・改造の必要な船はどれぐらい有るか。また、係る新設・改造は当該ケ

ミカル船の輸送、経済性上どの程度の負担となるか。 

・現存内航ケミカル船の構造要件への新基準の適用に延期は必要か。必要と

すれば延期の期間はどの程度とするのが適切か。 

 

 （３）その他 

○検査及び証書・手順書の書換え 

・新基準の適用に伴い、「海洋汚染防止証書」、「排出の方法及び設備の手引

書（Ｐ＆Ａマニュアル）」及び「船舶検査証書」の書換えが必要となる場

合がでてくる。 

書換えの前提として、有害液体物質の排出防止設備、運送に係る構造・

設備などが新基準を満足していることを検査で確認することとなるが、そ

の対応にはどの程度の期間が必要か。 














